
火山噴火予知連絡会 第２回霧島山部会 議事概要 

 

１．部会の概要 

日 時 ：平成30年12月19日（水）13:30～16:30 

場 所 ：気象庁本庁 

委 員 ：鍵山部会長、石原、大湊、齋藤、篠原、棚田、 

中尾、中田、藤原、松島、森、山本 

学識経験者：小林、田島 

 

２．議事概要 

各委員及び学識経験者からの、これまでの観測状況、各種解析結果及び過

去の活動履歴の報告をもとに、霧島山の中長期的な火山活動について意見交

換を行った。概要は以下のとおり。 

○新燃岳の火山活動について 

・2011年及び2018年の噴火で、噴火前や噴火中に観測された現象の再確

認を行った。 

・2011年及び2018年の噴火で噴出された噴出物の分析結果について意見

交換を行った。 

○えびの高原（硫黄山）周辺の火山活動について 

・硫黄山で現在観測されている地殻変動について意見交換を行った。 

・学識経験者による硫黄山の過去の活動史の説明を基に、硫黄山で想定さ

れる活動について意見交換を行った。 

○その他の火山活動について 

・大幡池、大浪池、手洗・丸尾温泉、韓国岳などで発生している地震活動

について、学識経験者による過去の活動史の説明も踏まえ、意見交換を

行った。 

 

３．今後の予定 

・各機関の観測結果や計画について、引き続き情報共有。 

・霧島山の火山活動について定期的に検討するとともに、火山活動に変化が

あった場合は、必要に応じて部会を開催し、臨機に火山活動の評価を実施

する予定。 
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活断層・火山研究部門 首席研究員 
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学識経験者  小林 哲夫  鹿児島大学 名誉教授 
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（14名、五十音順） 

 


